
【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

鹿児島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

鹿児島市 

取 組 の 名 称 行事食の提供等の実施 

実 施 時 期 ４月～12 月 

取 組 内 容  鹿児島市食育推進計画では、ライフステージに応じた取り組みとして、高齢期

においては「いつまでも元気に暮らすために、食生活を見直し、食を通した心豊

かな生活を送りましょう」という項目を掲げています。 

 当園では、入園者の身体状況や疾病状況に応じた食事を提供すると共に、日々

の食事を美味しく、楽しくとって頂けるような取り組みを行っています。 

＜行事食の提供＞    

 季節の行事にあわせた食事の提供や、飾りの工夫をしました。   

 

 

 

 

七夕そうめん      彼岸の中日   

＜バイキング給食の実施＞                 十五夜がざり 

 自分で食べたいものを選ぶ楽しみとして、バイキング給食を実施しました。 

 

 

  

 

 

＜園内野菜を使用した食事の提供＞  

 当園では入園者と職員が一緒になり、野菜や果物を育てています。 

  たけのこ、トマト、なす等を収穫し、給食に取り入れました。 

 

 

 

 

収穫した野菜を提供する際は、食事前にアナウンスをしました。 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

鹿児島県 

 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

垂水市 

取 組 の 名 称 青少年のための科学の祭典 IN 垂水 2018 

乳製品からバターを作ろう・食事バランスガイド～食について一緒に考えてみよ

う～ 

実 施 時 期 12 月 

取 組 内 容 内容 

 乳製品を使った加工実験を行いました。乳脂肪分 40％以上の生クリームを振

り続けると、液体が固体へ変化し、バターを作ることができます。ペットボトル

に 50ｍｌの生クリーム入れて約 10 分から 15 分振り続けてバターが完成します。 

 途中で疲れてしまう子、協力して頑張る子、何度か挑戦しようとする子どもた

ちがいました。バターが出来上がった後は、ｸﾗｯｶｰにつけて試食してもらいまし

た。 

 また、｢かごしま版食事バランスガイド」と農林課で作成した市民向け食育リ

ーフレットの配布を行い親子で食育について考えてもらう機会とし、食育啓発を

図りました。 

 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

鹿児島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

伊仙町 

伊仙町食育推進協議会 

取 組 の 名 称 産業祭・食の文化祭の開催 

実 施 時 期 11 月 23 日（金） 

取 組 内 容 毎年恒例の産業祭・食の文化祭を開催しました。 

食育講演には NPO 法人奄美食育食文化プロジェクト 理事長 久留 ひろみ 

先生をお招きし、「徳之島の郷土料理を次世代に伝えましょう～味の記憶を伝え

残していく～」と題し、受け継がれてきた伝統を残していくことの重要さ、また

新しいものも取り入れていくことの必要さなど、今ある文化の良さを気づかせて

いただくとともに、それぞれこれからの郷土料理のあり方を考えさせられる、と

ても貴重な講演をしていただきました。 

展示コーナーでは町内で収穫した島の野菜・果物等の展示、「家庭料理大集合」

や町内保育園・幼稚園・小中学校の食農体験活動の取組を掲載し、日頃の子ども

達の活動を知っていただく機会となりました。 

また、今年はふり茶体験コーナーも設け、伝統的な徳之島のお茶文化を体験し

ていただきました。 

伊仙町産業祭・食の文化祭 

１ 日 時 ： 平成 30 年 11 月 23 日（金） 

２ 場 所 ： 徳之島交流ひろば ほーらい館 

３ 参加者 ： 約 150 名（一般町民） 

 

 

   

   



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

鹿児島県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

鹿児島県農政部農政課 

取 組 の 名 称 大学生等を対象とした郷土料理講習会 

はじめての郷土料理づくり 

実 施 時 期  

平成 30 年 12 月 2 日（日） 

取 組 内 容 県では平成 27 年度に、～伝えたい、広めたい、郷土の“食”～として、

本県を代表する郷土料理や郷土菓子等 28 品を「かごしまの味」として、県

の食文化の継承推進や地域興しに活用するためのシンボル的“食”として位

置づけたところです。 

この「かごしまの味」に代表される鹿児島の食文化を次世代へ継承推進す

るため、大学生等を対象に郷土料理等の調理実習を通し、食文化継承の意識

醸成につなげるために講習会を開催しました。 

１ 実施場所 鹿児島市 マルヤガーデンズ地階 

２ 対象者  県内大学生，短大生，専門学校生等 19 名 

３ 実施内容 ・「かごしまの味」に選定されている郷土料理等の実習 

          豚汁、がね、卵かしゃにぎり 

       ・ 鹿児島県の農業・農産物について 

       ・ かごしま版青年期バランスガイドについて  
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